
(57)【要約】

【課題】充電電流を抑えた異なる駆動電圧への遷移が行

なわれ、かつ超音波反射信号の受信が低ノイズで行なわ

れて、高画質の超音波診断装置を提供すること。

【解決手段】分割された期間毎に、振動子１９を異なる

駆動電圧で作動させる超音波診断装置であって、前記振

動子を第１の駆動電圧で駆動する第１の期間において、

前記第１の駆動電圧を出力する電源のフィルタ１５ある

いは出力に接続される第１のコンデンサ１５２、１５３

、１８、１２２と、前記第１のコンデンサより大きい静

電容量値を有し、前記第１の期間に続く比較的長い時間

で、前記振動子を前記第１の駆動電圧より低い第２の駆

動電圧で駆動する第２の期間においてオンとなるスイッ

チ手段１５４、２５５、１８１、１２３を介し、前記第

１のコンデンサに並列接続される第２のコンデンサ１５

６、１５７、１８２、１２４とを具備し、前記第１の期

間と前記第２の期間が交互に繰り返されて、前記第２の

期間において前記振動子で受信した超音波信号を用いて

超音波診断画像を描出することを特徴とする超音波診断

装置。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 分 割 さ れ た 期 間 毎 に 、 振 動 子 を 異 な る 駆 動 電 圧 で 作 動 さ せ る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 振 動 子 を 第 １ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 １ の 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 を 出
力 す る 電 源 の フ ィ ル タ あ る い は 出 力 に 接 続 さ れ る 第 １ の コ ン デ ン サ と 、
　 記 第 １ の 期 間 に 続 く 比 較 的 長 い 時 間 で 、 前 記 振 動 子 を 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 よ り 低 い 第 ２
の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 ２ の 期 間 に お い て オ ン と な る ス イ ッ チ 手 段 を 介 し 、 前 記 第 １ の コ
ン デ ン サ に 並 列 接 続 さ れ る 第 ２ の コ ン デ ン サ と を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ の 期 間 と 前 記 第 ２ の 期 間 が 交 互 に 繰 り 返 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 期 間 に お い て 前 記
振 動 子 で 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 用 い て 超 音 波 診 断 画 像 を 描 出 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の コ ン デ ン サ は 、 前 記 第 １ の コ ン デ ン サ よ り 大 き い 静 電 容 量 値 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は 、 前 記 電 源 が ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ で 構 成 さ れ
、 そ の 出 力 に 設 け ら れ る 平 滑 フ ィ ル タ を 構 成 す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は 、 前 記 電 源 が ３ 端 子 レ ギ ュ レ ー タ で 構 成 さ れ 、 そ の
出 力 に 設 け ら れ る 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ を 構 成 す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は 、 前 記 電 源 か ら の 出 力 が 入 力 さ れ る 回 路 の 入 力 端 に
設 け ら れ る 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ を 構 成 す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 分 割 さ れ た 期 間 毎 に 、 振 動 子 を 異 な る 駆 動 電 圧 で 作 動 す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 振 動 子 を 第 １ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 １ の 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 を 出
力 す る 電 源 に 備 え る 高 周 波 信 号 を 除 去 す る 第 １ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ と 、
　 前 記 第 １ の 期 間 に 続 く 比 較 的 長 い 時 間 で 、 前 記 振 動 子 を 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 よ り 低 い 第
２ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 ２ の 期 間 に お い て オ ン と な る ス イ ッ チ 手 段 を 介 し 、 前 記 第 １ の
組 の コ ン デ ン サ そ れ ぞ れ に 並 列 接 続 さ れ る 第 ２ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ と を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ の 期 間 と 前 記 第 ２ の 期 間 が 交 互 に 繰 り 返 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 期 間 に お い て 前 記
振 動 子 で 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 用 い て 超 音 波 診 断 画 像 を 描 出 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ そ れ ぞ れ は 、 前 記 第 １ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ よ り 大
き い 静 電 容 量 値 を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 期 間 で 生 体 内 の 微 小 気 泡 を 壊 す フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 駆 動 が 、 前 記 第 ２
の 期 間 で は 、 超 音 波 診 断 画 像 信 号 の 駆 動 が 、 前 記 振 動 子 に 行 わ れ る フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式
で 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 駆 動 電 源 に 関 し 、 特 に フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 な ど の
異 な る 電 圧 で 振 動 子 を 駆 動 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 生 体 内 の 構 造 や 機 能 を 断 層 画 像 と し て リ ア ル タ イ ム で 観 察 す る こ と が で き る 超 音 波 診 断
装 置 が 広 く 利 用 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 生 体 内 血 流 の 機 能 状 況 を 描 出
す る ド ッ プ ラ エ コ ー 法 は 一 般 的 に よ く 行 な わ れ て お り 、 さ ら に 生 体 内 血 液 な ど の 体 液 の 状
況 を リ ア ル タ イ ム で 描 出 、 観 測 す る 血 流 造 影 手 法 の 一 つ と し て 、 フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 も
造 影 剤 の 開 発 に 伴 い 最 近 で は 広 く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 で は 、 造 影 剤 に よ る 微 小 気 泡 を 壊 す た め に 、 先 ず 、 画 像 を 得
る た め の 超 音 波 信 号 よ り 十 分 大 き い 駆 動 電 圧 で 振 動 子 を 駆 動 す る フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号
を 放 射 す る 。 そ の 後 、 臨 床 画 像 を 描 出 す る 超 音 波 信 号 を 数 十 回 ～ 数 百 回 放 射 し 、 数 フ レ ー
ム の 画 像 を 表 示 す る 。 こ の 手 順 を 繰 り 返 し て 、 投 与 し た 造 影 剤 の 微 小 気 泡 に 超 音 波 信 号 が
反 射 さ れ て 、 気 泡 画 像 が 血 流 状 態 と し て 描 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 な 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 駆 動 送 信 部 ４ ３ が 駆 動 パ ル ス
を 振 動 子 ４ ４ に 印 加 し て 超 音 波 を 発 生 す る 送 信 と 、 同 振 動 子 ４ ４ に よ る 超 音 波 反 射 信 号 の
受 信 で 、 電 気 信 号 に 変 換 さ れ 、 前 置 増 幅 器 ４ ６ に 入 力 さ れ る 受 信 信 号 が 共 に 、 振 動 子 へ 接
続 し て い る 共 通 の 接 続 リ ー ド 線 ４ ９ を 介 し て 行 な わ れ る た め ， 駆 動 送 信 部 ４ ３ の 電 源 ノ イ
ズ が 受 信 信 号 に 混 入 す る こ と に な る 。 こ れ を 避 け る た め に 、 駆 動 送 信 部 ４ ３ の 内 部 の 電 源
に は 、 静 電 容 量 が 大 き い コ ン デ ン サ に よ る フ ィ ル タ 、 あ る い は 静 電 容 量 値 が 大 き い 出 力 コ
ン デ ン サ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 述 の よ う に 異 な る 電 圧 で 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る 超 音 波 診 断 装 置 、 特 に フ ラ
ッ シ ュ エ コ ー 方 式 の よ う に 、 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 駆 動 電 圧 が 画 像 用 超 音 波 送 信 信 号
の 数 倍 以 上 の 駆 動 電 圧 に 設 定 さ れ る 場 合 で は 、 図 ５ で 示 す よ う に 、 振 動 子 を 駆 動 す る 電 源
を 高 電 圧 に 切 換 え る 同 図 （ ａ ） に 示 す レ ギ ュ レ ー タ 出 力 変 化 の タ イ ミ ン グ で 、 こ れ ら の コ
ン デ ン サ の 充 電 電 流 は 、 コ ン デ ン サ 容 量 及 び 同 図 (ｂ )に 示 す 充 電 電 圧 に 比 例 し 、 充 電 時 間
に 反 比 例 す る 関 係 と な り 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す 大 き な 電 流 値 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 画 像 の 画 質 品 質 を 高 め る た め に は 、 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 繰
り 返 し 周 波 数 を 使 用 し た 高 頻 度 の 画 像 用 超 音 波 送 信 信 号 に よ る 高 密 度 の 走 査 線 表 示 が 必 要
と な る 。 こ れ に は 、 超 音 波 送 信 信 号 の 低 電 圧 か ら フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 高 電 圧 へ の 駆
動 電 圧 の 遷 移 が 、 で き る 限 り 短 時 間 で あ る こ と が 望 ま れ る 。 反 面 、 コ ン デ ン サ 充 電 電 流 が
、 前 述 の よ う に 充 電 時 間 に 反 比 例 す る の で 、 回 路 の 過 大 な 充 電 電 流 を 抑 え る と 、 最 大 送 信
繰 り 返 し 周 波 数 に 制 約 が 生 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 に 述 べ た フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 な ど の よ う な 超 音 波 駆 動 電 源 電 圧 を 切 換 え 、 出 力 の 異
な る 超 音 波 信 号 に よ る 超 音 波 画 像 を 描 出 す る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 診 断 画 像 の 画 質
の 向 上 に お い て 、 描 出 走 査 線 密 度 と 走 査 線 ノ イ ズ が ト レ ー ド オ フ の 関 係 に な り 、 そ れ ぞ れ
に 制 約 が 生 じ る 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 造 影 効 果 を 高 め る た め に 、 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号
の 出 力 を 高 め る た め に こ の 駆 動 電 圧 を 高 め る と 、 先 の ト レ ー ド オ フ の 関 係 が さ ら に 厳 し く
な る こ と も 大 き な 問 題 点 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 駆 動 電 圧 の 異 な る 超 音 波 信 号 の 放 射
に よ り 超 音 波 画 像 を 描 出 す る も の で あ っ て 、 異 な る 駆 動 電 圧 へ の 遷 移 が 電 源 充 電 電 流 を 抑
え た 短 時 間 で 行 な わ れ 、 か つ 画 像 描 出 の 超 音 波 反 射 信 号 の 受 信 が 低 ノ イ ズ で 行 な わ れ て 、
高 品 質 の 画 質 が 確 保 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 分 割 さ れ た 期 間 毎 に 、 振 動
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子 を 異 な る 駆 動 電 圧 で 作 動 さ せ る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 振 動 子 を 第 １ の 駆 動 電 圧
で 駆 動 す る 第 １ の 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 を 出 力 す る 電 源 の フ ィ ル タ あ る い は
出 力 に 接 続 さ れ る 第 １ の コ ン デ ン サ と 、 前 記 第 １ の 期 間 に 続 く 比 較 的 長 い 時 間 で 、 前 記 振
動 子 を 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 よ り 低 い 第 ２ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 ２ の 期 間 に お い て オ ン と
な る ス イ ッ チ 手 段 を 介 し 、 前 記 第 １ の コ ン デ ン サ に 並 列 接 続 さ れ る 第 ２ の コ ン デ ン サ と を
具 備 し 、 前 記 第 １ の 期 間 と 前 記 第 ２ の 期 間 が 交 互 に 繰 り 返 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 期 間 に お い
て 前 記 振 動 子 で 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 用 い て 超 音 波 診 断 画 像 を 描 出 す る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 ２ の コ ン デ ン サ は 、 前 記 第 １
の コ ン デ ン サ よ り 大 き い 静 電 容 量 値 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は
、 前 記 電 源 が ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ で 構 成 さ れ 、 そ の 出 力 に 設 け ら れ る 平 滑 フ ィ ル タ
を 構 成 す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は
、 前 記 電 源 が ３ 端 子 レ ギ ュ レ ー タ で 構 成 さ れ 、 そ の 出 力 に 設 け ら れ る 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ
を 構 成 す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の コ ン デ ン サ は
、 前 記 電 源 か ら の 出 力 が 入 力 さ れ る 回 路 の 入 力 端 に 設 け ら れ る 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ を 構 成
す る フ ィ ル タ コ ン デ ン サ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 分 割 さ れ た 期 間 毎 に 、 振 動 子 を 異 な る 駆 動 電 圧 で 作
動 す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 振 動 子 を 第 １ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 １ の 期 間 に お
い て 、 前 記 第 １ の 駆 動 電 圧 を 出 力 す る 電 源 に 備 え る 高 周 波 信 号 を 除 去 す る 第 １ の 組 の 複 数
の コ ン デ ン サ と 、 前 記 第 １ の 期 間 に 続 く 比 較 的 長 い 時 間 で 、 前 記 振 動 子 を 前 記 第 １ の 駆 動
電 圧 よ り 低 い 第 ２ の 駆 動 電 圧 で 駆 動 す る 第 ２ の 期 間 に お い て オ ン と な る ス イ ッ チ 手 段 を 介
し 、 前 記 第 １ の 組 の コ ン デ ン サ そ れ ぞ れ に 並 列 接 続 さ れ る 第 ２ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ と
を 具 備 し 、 前 記 第 １ の 期 間 と 前 記 第 ２ の 期 間 が 交 互 に 繰 り 返 さ れ て 、 前 記 第 ２ の 期 間 に お
い て 前 記 振 動 子 で 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 用 い て 超 音 波 診 断 画 像 を 描 出 す る こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 ２ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ そ
れ ぞ れ は 、 前 記 第 １ の 組 の 複 数 の コ ン デ ン サ よ り 大 き い 静 電 容 量 値 を そ れ ぞ れ 有 す る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 １ の 期 間 で 生 体 内 に 微 小 気 泡
を 発 生 す る フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 駆 動 が 、 前 記 第 ２ の 期 間 で は 、 超 音 波 診 断 画 像 信 号
の 駆 動 が 前 記 振 動 子 に 行 わ れ る フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 で 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 送 信 部 の 電 源 に 組
み 込 ま れ た 平 滑 フ ィ ル タ の コ ン デ ン サ 、 電 源 出 力 コ ン デ ン サ 、 及 び 電 源 入 力 コ ン デ ン サ の
そ れ ぞ れ が 、 駆 動 電 源 電 圧 が 高 電 圧 に 遷 移 す る フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 放 射 期 間 で は 、
コ ン デ ン サ 充 電 電 流 を 抑 え る 小 さ い 静 電 容 量 値 に 、 画 像 描 出 の 超 音 波 反 射 信 号 受 信 の 期 間
で は ノ イ ズ を 抑 え る 並 列 コ ン デ ン サ が 付 加 さ れ て 、 大 静 電 容 量 値 に そ れ ぞ れ 切 換 え 設 定 さ
れ る の で 、 過 大 な 充 電 電 流 が 流 れ る こ と を 抑 え 、 か つ 充 電 時 間 も 短 く 走 査 線 あ る い は フ レ
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ー ム レ ー ト を 高 密 度 に す る こ と が で き 、 さ ら に 走 査 線 ノ イ ズ を 十 分 低 く 抑 え た 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 送 信 部 の 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 図 ４ は 、 フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 般 的 な 概 略 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ り 、 一 実 施 形 態 を 示 す 図 １ の 回 路 図 は 、 図 ４ の 送 信 部 ４ ０ の 詳 細 の 接 続 を 示
す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 が 適 用 さ れ る フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 と 、 そ の 作 動
の 概 略 を 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 を 用 い る 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 形 態 は 、 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 部 ４ １
で 発 生 し た 基 準 ク ロ ッ ク が 、 電 圧 切 換 え 部 ４ ２ に 入 力 さ れ る 。 こ の 電 圧 切 換 え 部 ４ ２ で は
、 基 準 ク ロ ッ ク に 同 期 し て フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の タ イ ミ ン グ で 高 電 圧 の 駆 動 電 源 に 切
換 え 、 そ の 他 の タ イ ミ ン グ で は 送 信 繰 り 返 し 周 波 数 で 、 超 音 波 画 像 デ ー タ を 得 る 超 音 波 信
号 の 比 較 的 低 い 電 圧 の 駆 動 電 源 に 切 換 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 駆 動 電 源 の ２ 種 の 電 圧 を 切 換 え て 、 超 音 波 振 動 子 ４ ４ を 駆 動 す る 電 気 的 な 駆 動 パ ル ス の
フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 と 画 像 デ ー タ を 得 る 超 音 波 信 号 を 、 駆 動 送 信 部 ４ ３ が 発 生 す る 。
さ ら に こ の ２ 種 類 の 駆 動 パ ル ス が 、 探 触 子 ４ ５ と 呼 ば れ る ハ ン ド ス キ ャ ナ に 備 え ら れ た 超
音 波 振 動 子 ４ ４ に 印 加 さ れ て 、 超 音 波 信 号 に 変 換 さ れ 、 こ れ が 生 体 内 部 に 向 け て 放 射 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 体 内 に 放 射 さ れ た 超 音 波 信 号 は 、 生 体 組 織 の 内 部 あ る い は そ の 境 界 に お い て 一 部 が 反 射
さ れ 、 超 音 波 反 射 信 号 と な っ て 再 び 探 触 子 ４ ５ の 超 音 波 振 動 子 ４ ４ に 受 信 さ れ る 。 こ の 超
音 波 反 射 信 号 は 、 超 音 波 振 動 子 の 可 逆 作 用 で 電 気 信 号 の 反 射 波 受 信 信 号 に 変 換 さ れ 、 こ れ
が 前 置 増 幅 器 ４ ６ に 入 力 さ れ て 、 さ ら に 増 幅 さ れ た 信 号 が 信 号 処 理 部 ４ ７ で 処 理 さ れ て 臨
床 画 像 デ ー タ が 出 力 さ れ る 。 こ の 出 力 を 画 像 表 示 部 ４ ８ に フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 画 像 と し て 描
出 、 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 １ を 用 い て 、 本 実 施 形 態 の 詳 細 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送
信 部 は 、 大 き く は 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で コ ン デ ン サ が 並 列 接 続 で 付 加 さ れ る 送 信 電 源 部 １
１ と 、 同 じ く 所 定 の タ イ ミ ン グ で 電 源 部 入 力 に コ ン デ ン サ が 並 列 接 続 で 付 加 さ れ る 送 信 パ
ル ス 発 生 部 １ ２ 、 及 び こ の 所 定 の タ イ ミ ン グ を 設 定 す る 信 号 を 含 む 制 御 信 号 を 出 力 す る 送
信 制 御 部 １ ３ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 送 信 電 源 部 １ １ は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 に 設 け ら れ た 基 幹 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 圧 V
が 、 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 駆 動 電 圧 で あ る 比 較 的 高 い 電 圧 Ｖ ｈ と 、 こ の 電 圧 Ｖ ｈ よ り
低 い 画 像 信 号 の 駆 動 電 圧 で あ る 電 圧 Ｖ ｌ に 対 応 す る ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ 電 源 な ど の
１ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ に 入 力 さ れ る 。 こ の １ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ の 出 力 に は コ ン デ ン サ １
５ ２ 、 １ ５ ３ お よ び 平 滑 コ イ ル １ ５ １ か ら 成 る π 型 に 構 成 し た 平 滑 フ ィ ル タ の 一 部 が 接 続
さ れ て お り 、 さ ら に 、 コ ン デ ン サ １ ５ ２ 、 １ ５ ３ そ れ ぞ れ に は 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で ス イ
ッ チ １ ５ ４ 、 １ ５ ５ が オ ン ・ オ フ の 作 動 を し て コ ン デ ン サ １ ５ ６ 、 １ ５ ７ が そ れ ぞ れ に 並
列 接 続 さ れ 、 あ る い は 切 り 離 さ れ る 平 滑 フ ィ ル タ １ ５ を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に こ の フ ィ ル タ の 出 力 が 、 駆 動 電 圧 の 安 定 を 高 め る 不 飽 和 領 域 で 作 動 す る 制 御 素 子
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を 直 列 に 配 し た ３ 端 子 レ ギ ュ レ ー タ 方 式 な ど の ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ６ の 入 力 に 接 続 す る 。
こ の ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ６ の 出 力 端 に は 高 周 波 ノ イ ズ を 除 去 す る 出 力 コ ン デ ン サ １ ８ と 、
同 じ く 所 定 の タ イ ミ ン グ で ス イ ッ チ １ ８ １ が オ ン ・ オ フ の 作 動 を し て コ ン デ ン サ １ ８ ２ を
並 列 接 続 し て 、 送 信 パ ル ス 発 生 部 １ ２ へ の 駆 動 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 送 信 電 源 部 １ １ に は 、 出 力 電 圧 制 御 部 １ ７ を 備 え て 、 こ れ か ら 出 力 さ れ る １ 次 レ
ギ ュ レ ー タ 出 力 電 圧 制 御 信 号 が １ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ に 入 力 さ れ 、 同 じ く ２ 次 レ ギ ュ レ ー
タ 出 力 電 圧 制 御 信 号 が ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ６ に 入 力 さ れ 、 さ ら に 送 信 制 御 部 １ ３ か ら 所 定
の タ イ ミ ン グ で オ ン ・ オ フ に す る ス イ ッ チ 制 御 信 号 が そ れ ぞ れ ス イ ッ チ １ ５ ４ 、 １ ５ ５ 、
１ ８ １ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 送 信 パ ル ス 発 生 部 １ ２ は 、 送 信 電 源 部 １ １ の 出 力 電 圧 が 、 入 力 コ ン デ ン サ １ ２ ２ と 、 送
信 制 御 部 １ ３ か ら 出 力 さ れ た ス イ ッ チ 制 御 信 号 に よ る 所 定 の タ イ ミ ン グ で ス イ ッ チ １ ２ ３
が 作 動 し て 並 列 接 続 と な る コ ン デ ン サ １ ２ ４ に 接 続 、 印 加 さ れ 、 こ れ を 駆 動 電 源 と す る ス
イ ッ チ 回 路 で 構 成 さ れ る 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 １ ２ １ が 接 続 さ れ て 、 送 信 制 御 部 １ ３ か ら 出
力 さ れ た 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 に 応 じ て 、 振 動 子 １ ９ を 駆 動 す る 送 信 パ ル ス を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 送 信 制 御 部 １ ３ は 、 振 動 子 １ ９ か ら フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 と 画 像 信 号 を 得 る 超 音 波 信
号 の ２ 種 の 超 音 波 パ ル ス 信 号 の 放 射 タ イ ミ ン グ を そ れ ぞ れ 制 御 す る 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 と
、 こ の フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 と 画 像 信 号 の 超 音 波 信 号 の そ れ ぞ れ の 駆 動 電 圧 を 制 御 す る
送 信 用 電 源 制 御 信 号 、 及 び 画 像 信 号 の 超 音 波 信 号 の 放 射 す る タ イ ミ ン グ の 間 、 ス イ ッ チ １
５ ４ 、 １ ５ ５ 、 １ ８ １ 、 １ ２ ３ が オ ン と な る 制 御 を 行 な う ス イ ッ チ 信 号 を そ れ ぞ れ 出 力 電
圧 制 御 部 １ ７ と 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 １ ２ １ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 ス イ ッ チ １ ５ ４ 、 １ ５ ５ 、 １ ８ １ 、 １ ２ ３ の そ れ ぞ れ に よ り 並 列 に 接 続 さ れ る コ
ン デ ン サ １ ５ ６ 、 １ ５ ７ 、 １ ８ ２ 、 １ ２ ４ の 各 静 電 容 量 値 は 、 こ れ ら と 対 を な す 常 時 接 続
さ れ て い る コ ン デ ン サ １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 １ ８ 、 １ ２ ２ と の 静 電 容 量 比 率 が お お む ね ２ 倍 以
上 の 比 率 で 設 定 す る と 好 適 で あ り 、 こ れ ら の 比 率 は 回 路 設 計 に お い て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 形 態 の 作 用 、 動 作 に つ い て 、 図 ２ に 示 す タ イ ミ ン グ 図 、 あ る い は 図 ３ の
出 力 波 形 の 模 式 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 全 て の タ イ ミ ン グ の 基 調 は 図 １ に 示 し て い な い シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 基 づ
い て 行 わ れ 、 こ れ に 同 期 し て 図 ２ （ ｅ ） に 示 す 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 が 送 信 制 御 部 １ ３ か ら
出 力 さ れ る 。 な お 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク は 、 図 ４ に 基 準 ク ロ ッ ク と し て 示 す も の と 、 基 本 的
な 作 用 、 動 作 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 送 信 制 御 部 １ ３ か ら の 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 は 、 超 音 波 振 動 子 か ら フ ラ ッ シ ュ 用 超 音
波 信 号 と 画 像 信 号 を 放 射 す る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 信 号 で 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 パ
ル ス Ｐ ｆ の タ イ ミ ン グ で フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 Ｄ ｆ を 、 パ ル ス Ｐ ｇ の タ イ ミ ン グ で 画 像
信 号 Ｄ ｇ を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 図 （ ｅ ） に 示 し た よ う に 、 パ ル ス Ｐ ｆ の 周 期 Ｔ ａ は 、 診 断 の 対 象 や フ ラ ッ シ ュ （ キ ャ
ビ テ ー シ ョ ン に よ る 微 小 気 泡 の 発 生 を 指 す ） さ せ る 造 影 剤 の 種 類 に よ り 設 定 が 異 な る が 、
一 般 的 に は 例 え ば ０ ． ５ 秒 か ら ０ ． ０ ５ 秒 の 範 囲 で あ る 。 一 方 、 パ ル ス Ｐ ｇ は 、 パ ル ス Ｐ
ｆ の 前 後 に 振 動 子 の 印 加 電 圧 の 遷 移 不 応 時 間 に 対 応 す る 時 間 Ｔ ｃ １ 、 Ｔ ｃ ２ を 設 け て 、 こ
れ を 避 け た 期 間 に 周 期 Ｔ ｂ で 繰 り 返 し 放 射 し 、 フ レ ー ム レ ー ト や ス キ ャ ン 角 、 あ る い は ス
キ ャ ン 幅 に も 依 存 す る 数 １ ０ ０ ～ 数 Ｋ Ｈ ｚ の 繰 り 返 し 周 波 数 で 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 送 信 制 御 部 １ ３ か ら 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す パ ル ス 時 間 Ｔ ｃ ２ の 出 力 電 圧 制 御 信 号 が
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、 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の タ イ ミ ン グ で あ る パ ル ス Ｐ ｆ の 以 前 に 出 力 電 圧 制 御 部 １ ７ に
入 力 さ れ 、 さ ら に こ れ に 同 期 す る １ 次 レ ギ ュ レ ー タ 出 力 電 圧 制 御 信 号 お よ び ２ 次 レ ギ ュ レ
ー タ 出 力 電 圧 制 御 信 号 が 、 出 力 電 圧 制 御 部 １ ７ か ら そ れ ぞ れ １ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ あ る い
は ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ６ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 出 力 電 圧 制 御 信 号 が 入 力 さ れ た １ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ あ る い は ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ １
６ に よ り 、 送 信 用 電 源 １ １ か ら 送 信 パ ル ス 発 生 部 １ ２ へ の 出 力 電 圧 が 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す
よ う に 時 間 Ｔ ｃ ２ の 期 間 に 高 電 圧 Ｖ ｈ に 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 こ れ ら の レ ギ ュ レ ー タ の 出 力 電 圧 が 高 電 圧 Ｖ ｈ と な る 同 じ タ イ ミ ン グ の 時 間 Ｔ ｃ
２ の 期 間 で 、 出 力 電 圧 制 御 部 １ ７ か ら ス イ ッ チ 制 御 信 号 が 出 力 さ れ て 、 平 滑 フ ィ ル タ １ ５
の ス イ ッ チ １ ５ ４ 、 １ ５ ５ 、 出 力 コ ン デ ン サ 部 の ス イ ッ チ １ ８ １ 、 入 力 コ ン デ ン サ 部 の ス
イ ッ チ １ ２ ３ 全 て を 「 オ フ 」 に し て 、 こ れ ら の ス イ ッ チ に 直 列 接 続 し て い る コ ン デ ン サ １
５ ６ 、 １ ５ ７ 、 出 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １ ８ ２ 、 入 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １
２ ４ を 切 り 離 し て 、 静 電 容 量 値 が 切 り 離 し 前 の 例 え ば 半 分 あ る い は 、 数 分 の １ の 静 電 容 量
値 に 設 定 し て い る コ ン デ ン サ １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 出 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １ ８ 、 入 力
コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １ ２ ２ が そ れ ぞ れ 回 路 に 接 続 さ れ て い る 状 態 に 変 化 さ せ 、 静 電
容 量 値 を 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 送 信 用 電 源 １ １ の 電 圧 出 力 を 高 電 圧 Ｖ ｈ と す る 時 間 Ｔ ｃ ２ の タ イ ミ ン グ で は 、 回 路 の 各
コ ン デ ン サ が こ の 高 電 圧 に 対 す る 充 電 が 一 斉 に 行 わ れ る 。 こ の 充 電 に お い て 、 コ ン デ ン サ
に 流 れ 込 む 瞬 時 電 流 Δ Ｉ の 大 き さ は 、 出 力 電 圧 の 遷 移 時 間 Δ Ｔ と 、 出 力 電 圧 の 変 化 Δ Ｖ と
、 負 荷 と な る コ ン デ ン サ 容 量 Ｃ の 積 で 決 ま る 電 荷 Δ Ｑ ＝ Ｃ ・ Δ Ｖ に 依 存 す る の で 、 Δ Ｉ ＝
Δ Ｑ ／ Δ Ｔ ＝ Ｃ ・ Δ Ｖ ／ Δ Ｔ の 関 係 が あ る 。 し た が っ て 、 前 述 の ス イ ッ チ に よ る 並 列 接 続
の コ ン デ ン サ の 切 り 離 し に よ り 、 充 電 電 圧 （ Δ Ｖ ） が 高 く な っ て も 、 コ ン デ ン サ 容 量 Ｃ が
数 分 の １ の 容 量 値 Ｃ ’ に 減 少 す る の で 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 過 大 な 電 流 を 流 さ な い
で 、 高 電 圧 Ｖ ｈ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て こ の 充 電 が 確 実 に 成 さ れ る 時 間 Ｔ ｃ ２ の 後 半 で 、 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｅ ） の タ イ
ミ ン グ チ ャ ー ト で 示 す よ う に 、 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 の パ ル ス Ｐ ｆ の 入 力 さ れ た 送 信 パ ル ス
発 生 回 路 １ ２ １ に よ り フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 駆 動 信 号 が 出 力 さ れ 超 音 波 振 動 子 か ら 超
音 波 の フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 Ｄ ｆ が 放 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 Ｄ ｆ を 放 射 し た 後 の 送 信 パ ル ス 制 御 信 号 は 、 図 ２ （ ｃ ） お よ び
（ ｅ ） に 示 す よ う に 、 高 電 圧 駆 動 し た 振 動 子 の 振 動 余 韻 の 緩 和 と 、 送 信 用 電 源 部 １ １ の 出
力 電 圧 を 画 像 信 号 の た め に 低 い 駆 動 電 圧 に 下 げ る 電 圧 遷 移 の 時 間 を 考 慮 し た 時 間 Ｔ ｃ １ を
経 過 し た 後 に 、 画 像 信 号 Ｄ ｇ を 放 射 す る タ イ ミ ン グ の パ ル ス Ｐ ｇ を 周 期 Ｔ ｂ で 、 こ れ が 次
の フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 Ｄ ｆ の 時 間 Ｔ ｃ ２ 前 ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 周 期 Ｔ ｂ で パ ル ス Ｐ ｇ に よ る 画 像 信 号 を 放 射 し て い る 時 間 、 す な わ ち フ ラ ッ シ ュ 用
超 音 波 信 号 を 放 射 す る パ ル ス Ｐ ｆ 以 降 で 次 の パ ル ス Ｐ ｆ ま で の 期 間 で は 、 図 ２ （ ｆ ） に 示
す よ う に 、 ス イ ッ チ 制 御 信 号 は 、 平 滑 フ ィ ル タ １ ５ の ス イ ッ チ １ ５ ４ 、 １ ５ ５ 、 出 力 コ ン
デ ン サ 部 の ス イ ッ チ １ ８ １ 、 入 力 コ ン デ ン サ 部 の ス イ ッ チ １ ２ ３ の 全 て を 「 オ ン 」 に し て
、 コ ン デ ン サ １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 出 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １ ８ 、 入 力 コ ン デ ン サ 部 の
コ ン デ ン サ １ ２ ２ の そ れ ぞ れ に 、 コ ン デ ン サ １ ５ ６ 、 １ ５ ７ 、 出 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ
ン サ １ ８ ２ 、 入 力 コ ン デ ン サ 部 の コ ン デ ン サ １ ２ ４ の そ れ ぞ れ を 並 列 接 続 し 、 静 電 容 量 値
は そ れ ぞ れ 加 算 し た 値 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 こ の ス イ ッ チ 制 御 信 号 が 送 信 制 御 部 １ ３ か ら 出 力 さ れ 、 出 力 電 圧 制 御 信 号 に よ
り １ 次 レ ギ ュ レ ー タ お よ び ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ が 低 電 圧 出 力 Ｖ ｌ に 切 換 え ら れ 、 送 信 用 電 源
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１ １ の 出 力 電 圧 が 超 音 波 画 像 信 号 を 得 る た め の 比 較 的 低 い 駆 動 電 圧 に 下 げ ら れ て 、 送 信 パ
ル ス 発 生 部 １ ２ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 切 換 え は 、 同 図 （ ｆ ） に 示 す ス イ ッ チ 制 御 信 号 が 入 力 さ れ た 出 力 電 圧 制 御 部 １ ７ か
ら １ 次 レ ギ ュ レ ー タ 制 御 信 号 が １ 次 レ ギ ュ レ ー タ １ ４ に 、 ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ 制 御 信 号 が ２
次 レ ギ ュ レ ー タ １ ６ に そ れ ぞ れ 送 ら れ て 、 所 定 の 高 電 圧 出 力 に な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の パ ル ス Ｐ ｇ に よ る 前 述 の 画 像 信 号 が 放 射 さ れ 、 こ の 加 算 し た 静 電 容 量 値 と な っ た こ
の 期 間 で は 、 生 体 内 で 反 射 し た 微 弱 な 超 音 波 反 射 信 号 を 、 大 き い 静 電 容 量 値 の 受 信 回 路 の
特 性 で あ る 回 路 ノ イ ズ や 電 源 ノ イ ズ を 抑 え た 受 信 を す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 上 に し た 説 明 で は 、 送 信 用 電 源 部 お よ び 送 信 パ ル ス 発 生 部 に 設 け ら れ た 高 周 波 ノ
イ ズ を 除 去 す る フ ィ ル タ を 構 成 す る ３ つ の 回 路 に 実 施 す る 実 施 形 態 を 示 し た が 、 こ れ ら を
統 合 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 駆 動 ・ 受 信 部 の 設 計 に お い て は 、 そ れ ぞ れ 送 信 用 電 源 部
お よ び 送 信 パ ル ス 発 生 部 に ノ イ ズ マ ー ジ ン が 設 定 さ れ て 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 マ ー ジ
ン の 設 定 に 対 応 し て 、 上 述 の ３ つ の い ず れ か の 部 分 の コ ン デ ン サ に 対 し 、 本 実 施 形 態 を 適
用 す る こ と も の 本 発 明 と 目 的 と そ の 効 果 を 同 じ く す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 送 信 部 の 電 源 に 組 み 込 ま れ た 平 滑 フ ィ ル タ １ ５ の コ ン デ ン サ １ ５
２ 、 １ ５ ３ 、 電 源 出 力 コ ン デ ン サ １ ８ 、 及 び 電 源 入 力 コ ン デ ン サ １ ２ ２ の そ れ ぞ れ が 、 駆
動 電 源 電 圧 の 遷 移 の あ る フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 放 射 期 間 で は そ れ ぞ れ 単 独 の 小 さ い 静
電 容 量 値 に な っ て 、 コ ン デ ン サ 充 電 電 流 を 抑 え る 。 一 方 、 画 像 描 出 の 超 音 波 反 射 信 号 受 信
の 期 間 で は 低 ノ イ ズ に 抑 え る 並 列 コ ン デ ン サ １ ５ ６ ， １ ５ ７ ， １ ８ ２ 、 １ ２ ３ の そ れ ぞ れ
が ス イ ッ チ 素 子 で 付 加 さ れ て 、 こ れ ら が そ れ ぞ れ に 加 算 さ れ た 大 き い 静 電 容 量 値 に 切 り 換
え ら れ て も 、 こ の タ イ ミ ン グ で は 印 加 電 圧 が 低 い の で 、 過 大 な 充 電 電 流 が 流 れ る こ と が な
く 、 充 電 に 要 す る 時 間 も 短 く 、 走 査 線 密 度 あ る い は フ レ ー ム レ ー ト が 高 く 取 れ 、 か つ 走 査
線 ノ イ ズ を 十 分 低 く 抑 え た 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 フ ラ ッ シ ュ 用 超 音 波 信 号 の 放 射 期 間 と 超 音 波 反 射 信 号 受 信 の 期 間 そ れ ぞ れ の 回 路
条 件 を 、 個 別 に 設 計 で き る の で 、 期 間 タ イ ミ ン グ そ れ ぞ れ の 最 良 の 条 件 設 定 で 設 計 が 行 な
え 、 ト レ ー ド オ フ と な る 従 来 と 比 べ て 設 計 が 容 易 と な る 利 点 も あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 各 信 号 の 関 係 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 電 源 出 力 コ ン デ ン サ の 充 電 電 流 と 出 力 電 圧 の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 一 般 的 な フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 の 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 概 略 図 。
【 図 ５ 】 一 般 的 な フ ラ ッ シ ュ エ コ ー 方 式 の 超 音 波 診 断 装 置 の 問 題 点 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ １ ・ ・ ・ 送 信 電 源 部 、
　 １ ２ ・ ・ ・ 送 信 パ ル ス 発 生 部 、
　 １ ３ ・ ・ ・ 送 信 制 御 部 、
　 １ ４ ・ ・ ・ １ 次 レ ギ ュ レ ー タ 、
　 １ ５ ・ ・ ・ 平 滑 フ ィ ル タ 、
　 １ ６ ・ ・ ・ ２ 次 レ ギ ュ レ ー タ 、
　 １ ７ ・ ・ ・ 出 力 電 圧 制 御 部 、
　 １ ８ ・ ・ ・ 出 力 コ ン デ ン サ 、
　 １ ９ 、 ４ ４ 、 ・ ・ ・ 超 音 波 振 動 子 、
　 ４ ０ ・ ・ ・ 送 信 部 、
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　 ４ １ ・ ・ ・ 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 部 、
　 ４ ２ ・ ・ ・ 電 圧 切 換 え 部 、
　 ４ ３ ・ ・ ・ 駆 動 送 信 部 、
　 ４ ５ ・ ・ ・ 探 触 子 、
　 ４ ６ ・ ・ ・ 前 置 増 幅 器 、
　 ４ ７ ・ ・ ・ 信 号 処 理 部 、
　 ４ ８ ・ ・ ・ 画 像 表 示 部
　 ４ ９ ・ ・ ・ 接 続 リ ー ド 線 、
　 １ ２ １ ・ ・ ・ 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 、
　 １ ２ ２ ・ ・ ・ 入 力 コ ン デ ン サ 、
　 １ ２ ３ 、 １ ５ ４ 、 １ ５ ５ 、 １ ８ １ ・ ・ ・ ス イ ッ チ 、
　 １ ５ １ ・ ・ ・ 平 滑 コ イ ル 、
　 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 １ ５ ６ 、 １ ５ ７ ・ ・ ・ コ ン デ ン サ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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